
一般的なHTTP応答コード

ウェブサーフィン中に「404 Not Found」エラーに遭遇したことがありますか？その意味が分からずに困った
ことはありませんか？それとも、「500 Internal Server Error」に出くわして、なぜそれが表示されたのか首を傾
げたことはありませんか？これらの数字は HTTP応答コードであり、インターネットのコミュニケーション
において重要な役割を果たしています。このブログでは、これらのコードが何であるかを解説し、最も一般
的なものをいくつか紹介し、なぜ理解する価値があるのかを説明します—開発者であるか、単に好奇心旺盛
なウェブユーザーであるかを問わず。

HTTPとは？

基本から始めましょう。HTTP（Hypertext Transfer Protocol）は、ワールドワイドウェブ上でのデータ交換を
可能にするシステムです。URLをブラウザに入力して Enterキーを押すと、ブラウザはそのウェブサイトをホ
ストしているサーバーにHTTPリクエストを送信します。サーバーはHTTPレスポンスを返し、その中には三
桁のステータスコードが含まれます。このコードは、リクエストが成功したかどうか、もし失敗した場合は
何が問題だったかを教えてくれます。

HTTP応答コードの 5つのクラス

HTTP応答コードは、それぞれ特定の目的を持つ 5つのカテゴリに分類されています：

• 1xx（情報）：サーバーはリクエストを受け取り、まだ処理中です。
• 2xx（成功）：リクエストは受け取られ、理解され、成功裏に完了しました。
• 3xx（リダイレクト）：新しい URLを追跡するなど、追加のステップを踏む必要があります。
• 4xx（クライアントエラー）：タイポや欠落した資格情報など、あなたの側に問題があります。
• 5xx（サーバーエラー）：サーバーが問題に直面し、有効なリクエストを処理できませんでした。

それでは、最も頻繁に遭遇するコードに入っていきましょう。

一般的なHTTP応答コードの説明

以下は、最も一般的な HTTP応答コードの一覧です。例を挙げて説明します：
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200 OK

• 意味：リクエストは完全に成功しました。サーバーはそれを処理し、要求されたデータを返しました。
• 例：www.example.comのようなウェブページを問題なく読み込むことができます。それは 200 OKです。

201 Created

• 意味：リクエストは成功し、その結果として新しいリソースが作成されました。
• 例：ニュースレターに登録するためのフォームを送信し、サーバーがアカウントが作成されたことを確
認します。

301 Moved Permanently

• 意味：リクエストしたリソースは永久に新しい URLに移動しました。今後はその新しいアドレスを使用
してください。
• 例：ブログ記事が oldblog.com/post1から newblog.com/post1に移動し、サーバーがリダイレクトしま
す。

302 Found

• 意味：リソースは一時的に異なる URLにありますが、将来のリクエストには元の URLを使用してくださ
い。
• 例：サイトのホームページが一時的にセールページにリダイレクトされます。

404 Not Found

• 意味：サーバーはリクエストしたものを見つけることができませんでした—ページが消えたか、URLが
間違っているかもしれません。
• 例：www.example.com/oopsを入力し、「oops」が存在しないためエラーページにリダイレクトされます。

403 Forbidden

• 意味：サーバーはリクエストしたものを知っていますが、権限がないため提供できません。
• 例：ログインせずにプライベートな管理パネルにアクセスしようとします。

401 Unauthorized

• 意味：認証（ログインなど）が必要です。
• 例：サインインせずにメンバー専用のフォーラムにアクセスしようとします。
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400 Bad Request

• 意味：サーバーはリクエストを理解できませんでした。悪質な構文や無効なデータが原因です。
• 例：メールフィールドに「@#$%」のようなゴミを入力してフォームを送信します。

500 Internal Server Error

• 意味：サーバー側で何かが壊れましたが、具体的な原因は教えてくれません。
• 例：開発者が見つけられなかったバグのためにウェブサイトがクラッシュします。

503 Service Unavailable

• 意味：サーバーがダウンしています—メンテナンス中か、過負荷状態かもしれません。
• 例：大規模なセール中にオンラインショッピングを試み、「後で再試行してください」というメッセージ
が表示されます。

さらに知っておきたいコード

これらのコードは一般的ではありませんが、頻繁に出現するために紹介します：

• 100 Continue：サーバーは大きなリクエストを受け入れるので、続けてください。
• 204 No Content：リクエストは成功しましたが、返すものがありません（例：削除後に）。
• 304 Not Modified：リソースは変更されていないため、キャッシュされているバージョンを使用してく
ださい。
• 429 Too Many Requests：サーバーに頻繁にアクセスしたため、リクエストを減らしてください（APIで
一般的）。
• 502 Bad Gateway：中継サーバーがメインサーバーからの応答を受け取りませんでした。

HTTPコードの日常的なアナロジー

これらのコードを現実の比喩で理解しやすくします：

• 200 OK：注文したコーヒーが好みのまま手渡されます。
• 201 Created：カスタム Tシャツを注文し、店が「作成中です！」と言います。
• 301 Moved Permanently：行きつけのダイナーが町の向こう側に移動し、新しいアドレスを教えてくれ
ます。
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• 302 Found：ダイナーが修理のため閉店しているが、近くのフードトラックに案内します。
• 404 Not Found：図書館で本をリクエストしたが、カタログにありません。
• 403 Forbidden：招待なしにプライベートパーティーに参加しようとします。
• 401 Unauthorized：ジムに入ろうとしたが、会員証を忘れました。
• 400 Bad Request：ウェイターが理解できない言語で食事を注文します。
• 500 Internal Server Error：シェフにスープを注文し、キッチンで火事が起きます。
• 503 Service Unavailable：ホットラインをかけると、全てのラインが混雑しています。

HTTPコードを理解する理由

開発者にとって、これらのコードは金です。問題をデバッグし、エラーを優雅に処理し、ユーザーを待たせな
いアプリを構築するのに役立ちます。例えば、400または 500のエラーが発生したかどうかを知ることで、問
題がユーザー側かサーバー側にあるかを特定できます。
一般ユーザーにとって、これらのコードの基本的な理解はウェブのトラブルを解明するのに役立ちます。404
はページが見つからないことを意味し、503は待つ必要があることを示します。インターネットのチートシー
トを持つようなものです。
さらに、検索エンジンはこれらのコードを SEOに利用します。301リダイレクトはコンテンツを移動した際
にサイトのランキングを保持するのに役立ちますが、404は Googleにとってデッドエンドを示すかもしれま
せん。

まとめ

HTTP応答コードは、ウェブが私たちに話しかける方法です。リクエストが成功したか失敗したかを教えてく
れます。200 OKから 500 Internal Server Errorまで、各コードは物語を語ります。サイトをコーディングす
るか、単にブラウジングするかを問わず、これらの一般的なコードを理解することは、オンラインサイフを
スムーズで謎めいていないものにすることができます。次に 404に遭遇したとき、それはあなたが原因では
なく、ウェブが「そのページは見つかりません！」と言っているだけだと理解できるでしょう。
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